
 

 

 

  

Ⅺ 調査票 
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石巻市子どもの生活実態調査 

保護者向け調査 調査票 

日頃から石巻市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

このたび、石巻市では、子どもたちが未来に夢と希望をもって生活できるよう、今

必要とする学びや育ちの支援の検討を進めており、その基礎資料とするために生活実

態を把握する調査を実施することといたしました。 

この調査は、市が無作為で抽出した３，１００名の保護者と子どもの方にお願いす

るものです。対象となった皆さんの回答が、今後の支援策に反映されるとても大切な

調査となりますので、その意義をご理解のうえ、ご協力くださいますようお願い申し

上げます。 

平成３０年９月 

                         石巻市長  亀  山     紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ご記入にあたって＞ 

■この調査票の中で「お子さん」とは、宛名のお子さんのことをいいます。 

■特に指定がない場合は、平成３０年８月１日現在の状況についてお答えください。 

■お名前は無記入でお願いします。回答内容から個人が特定されることはありません。 

■調査票の回答は、保護者とお子さんにそれぞれの立場からお答えいただくものですの

で、相談したりする必要はありません。 

■調査項目については、他自治体との比較分析のため内閣府が自治体に示したものを参考

にしておりますが、答えづらい・回答したくない設問については空欄でかまいません。 

■この調査の結果については、市の子どものための施策以外の用途に使用することはあり

ません。また、個人情報の保護には十分配慮して実施いたします。 

 

＜調査票の返送について＞ 

■回答した調査票を「保護者用」と書いてある封筒に入れ、封をしてください。 

※お子さんの調査票が同封されている保護者の方は、お子さんから（記入し封をし

た）「中・高校生用」の封筒をお受け取りください。 

※保護者の方、お子さんのどちらか一方のみの回答であっても結構です。 

■回答済み封筒を「回収用封筒」にまとめて入れて、提出期限までに郵送してください。

切手は不要です。提出期限：平成３０年９月２８日（金） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

この調査への回答にあたってわからないことがありましたら、お問い合わせください。 

特定非営利活動法人 TEDIC（テディック） 

電話： 0225-25-5286 （11:00～18:00 月曜～金曜日） 

住所： 宮城県石巻市穀町 1-24 駅前山田ビル 2 階 

 

この調査は、石巻市が上記機関に委託して実施するものです。 

    電話：0225-95-1111 内線 2553 福祉部子育て支援課 

 

1. 保護者向け調査 
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問 1 この調査票に回答している方はどなたですか。お子さんから見た続柄について教えて

ください。（○は 1 つ） 

 

1. 父親  

2. 母親 

3. 祖父・祖母 

4. おじ・おばなど親戚 

5. その他の人（          ） 

 

 

問 2 普段一緒にお住まいで、生計を共にしている方（世帯員）は、あなたを含めて何人 

ですか。 

 

世帯員の人数（あなたを含めて） 人 

 

 

問 3 世帯に含まれる方全員について、該当する区分欄ごとに人数を教えてください。 

                      

子どもの人数  その他の世帯員の人数 

(ア）小学校入学前 人  (ア）配偶者 有・無 

(イ）小学生 人  (イ）父母 人 

(ウ）中学生 人  (ウ）祖父母 人 

(エ）高校生 人  (エ）兄弟姉妹 人 

(オ）大学、短大、専門学校等 人  (オ）その他 人 

(カ）就職 人 

(キ）その他  人  

 

 

問 4 お住まいについてお聞きします。住居形態は次のどれにあてはまります 

か。（○は 1 つ） 

 

1. 持ち家（一軒家） 

2. 持ち家（マンション）  

3. 民間の賃貸住宅 

（マンション・アパート等） 

4. 市営・県営住宅・復興住宅 

5. 社宅・官舎 

6. 間借 

7. その他（           ） 
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問 5 お子さんから見た現在の世帯の状況について教えてください。（○は1つ） 

また、2～4を選んだ場合、その理由について□にチェックをつけてください。 

（チェックは1つ） 

         

1. 両親がいる              

2. 母子家庭  ⇒  【 □未婚   □離婚（別居中含む）   □死別  】     

 

3. 父子家庭  ⇒  【 □未婚   □離婚（別居中含む）   □死別  】  

 

4. 父母以外の保護者が養育している  

⇒  【 両親は  □未婚  □離婚（別居中含む）  □死別 】 

 

 

 

 

問 6 離婚した父親（母親）から、子どもの養育費を受けていますか。（○は 1 つ） 

    

1. 現在も養育費を受けている 

2. 養育費を受けたことがある 

3. 養育費を受けたことがない 

4. わからない 

 

 

問 7 離婚した父親（母親）と、子どもの養育費の取り決めをしていますか。（○は 1 つ） 

また、取り決めをしている場合、取り決め文書の有無について□にチェックをつけて 

ください。（チェックは 1 つ） 

 

1. 取り決めをしている ⇒ 【□取り決め文書あり  □文書なし □わからない】 

2. 取り決めをしていない 

3. わからない 

 

  

問 8 ひとり親になってからの期間はどのくらいですか。（○は 1 つ） 

 

1. 1年未満  

2. 1年以上 5年未満  

3. 5年以上 10年未満  

4. 10年以上 

 

 

 

 

 

1．4を選択した方は次ページ問 9へ 

 

2．3 で「未婚」・「死別」を選択した方は問 8 へ 

2．3 で「離婚」を選択した方は問 6.・7・8 へ 
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問 9 お子さんの保護者の方の就業状況についておたずねします。 

（それぞれ、①～③にお答えください。） 

 

（1）父親 1. いる   2．いない 

 

① 就業状況 

  

「1.いる」の方は番号を選択 

1． 勤め（常勤・正規職員） 

2． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で１か所に勤務） 

3． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で 2か所に勤務） 

4． 自営業・家業  

5． その他の就業形態 

6． 仕事を探している 

7． 仕事を探していない 

「7．仕事を探していない」 

方は理由を選択 

ア．家事や育児に専念 

イ．学生 

ウ．家族の介護や介助 

エ．病気療養 

オ．年金収入など 

カ．家賃収入、株式運用など 

キ．その他 

（           ） 

② 週休状況 

（日数を記入） 
（         ）日／週 

③ 夜勤の有無 1．ある    2．なし 

 

 

（2）母親 1. いる   2．いない 

 

① 就業状況 

  

「1.いる」の方は番号を選択 

1． 勤め（常勤・正規職員） 

2． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で１か所に勤務） 

3． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で 2か所に勤務） 

4． 自営業・家業  

5． その他の就業形態 

6． 仕事を探している 

7． 仕事を探していない 

「7．仕事を探していない」 

方は理由を選択 

ア．家事や育児に専念 

イ．学生 

ウ．家族の介護や介助 

エ．病気療養 

オ．年金収入など 

カ．家賃収入、株式運用など 

キ．その他 

（           ） 

② 週休状況 

（日数を記入） 
（         ）日／週 

③ 夜勤の有無 1．ある    2．なし 
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（3）父母以外で主に生計を支えている方 1. いる   2．いない 

 

 

 

問 10 お子さんが帰宅している時間帯に保護者や家族は家にいますか。（○は 1 つ） 

 

1. お子さんの帰宅時間には家にいる 

2. お子さんの夕食時間には家にいる 

3. お子さんの寝る時間には家にいる 

 

4. お子さんが寝た後に帰ってくる 

5. 保護者や家族の帰宅時間が決まって

いない 

6. その他（            ） 

 

問 11 お子さんは、朝ごはんを食べていますか。（○は 1 つ） 

 

1. ほとんど毎日食べる 

2. 週に 4～5日食べる 

3. 週に 2～3日食べる 

4. 週に 1日程度食べる 

5. ほとんど食べない 

6. まったく食べない 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 就業状況 

  

「1.いる」の方は番号を選択 

1． 勤め（常勤・正規職員） 

2． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で１か所に勤務） 

3． 勤め（パートまたはアルバイト、

非正規職員で 2か所に勤務） 

4． 自営業・家業  

5． その他の就業形態 

6． 仕事を探している 

7． 仕事を探していない 

「7．仕事を探していない」 

方は理由を選択 

ア．家事や育児に専念 

イ．学生 

ウ．家族の介護や介助 

エ．病気療養 

オ．年金収入など 

カ．家賃収入、株式運用など 

キ．その他 

（           ） 

② 週休状況 

（日数を記入） 
（         ）日／週 

③ 夜勤の有無 1．ある    2．なし 
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問 12 あなたとお子さんの健康状態についておうかがいします。（○はそれぞれ 1 つずつ） 

 

① あなた 

1. よい 

2. まあよい 

3. ふつう 

 

4. あまりよくない 

5. よくない

 

② お子さん 

1. よい 

2. まあよい 

3. ふつう 

 

4. あまりよくない 

5. よくない 

 

問 13 お子さんは、障害の診断を受けたり、障害者手帳等をもっていたりしますか。 

 （○は 1 つ） 

 

1. 手帳をもっている 

2. 手帳はないが、診断を受けている 

3. 手帳はないが、過去に診断を受けたことがある 

4. いずれもない 

 

 

問 14 次の①～⑥の質問について、あなたは、普段の生活（ここ 1 か月の間）でどのように 

感じていますか。（○はそれぞれ 1 つずつ） 

 

 い
つ
も 

た
い
て
い 

と
き
ど
き 

少
し
だ
け 

全
く
な
い 

① 神経過敏に感じる 1 2 3 4 5 

② 絶望的だと感じる 1 2 3 4 5 

③ そわそわ、落ち着かなく感じる 1 2 3 4 5 

④ 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れ 
ないように感じる 

1 2 3 4 5 

⑤ 何をするのも骨折りだと感じる 1 2 3 4 5 

⑥ 自分は価値のない人間だと感じる 1 2 3 4 5 
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問 15 お子さんの両親の最終学歴について教えてください。（○はそれぞれ 1 つずつ） 

※現在、ひとり親の場合はあてはまる方だけに○をつけてください。 

 

① 父親 

 

1. 中学校卒 

2. 高等学校中退  

3. 高等学校卒 

4. 高専・短大・専門学校卒  

5. 大学卒業 

6. 大学中退 

7. 大学院修了 

8. 大学院中退 

9. その他の教育機関卒業 

 

② 母親 

 

1. 中学校卒 

2. 高等学校中退  

3. 高等学校卒 

4. 高専・短大・専門学校卒  

5. 大学卒業 

6. 大学中退 

7. 大学院修了 

8. 大学院中退 

9. その他の教育機関卒業 

 

問 16 お子さんに、理想的には、将来どの学校まで進んでほしいと思いますか。 

（○は 1 つ） 

 

1． 中学校まで   

2． 高等学校まで 

3． 専門学校まで   

4． 高等専門学校・短期大学まで 

5． 大学まで 

6． 大学院まで 

7． その他(           ) 

 

 

問 17 お子さんは、現実的には、将来どの学校まで進むと思いますか。（○は 1 つ） 

 

1. 中学校まで   

2. 高等学校まで 

3. 専門学校まで   

4. 高等専門学校・短期大学まで 

5. 大学まで 

6. 大学院まで 

7. その他 (           ) 

 

 

問 18 問 17 のように考える理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

1. 子どもがそう希望しているから 

2. 一般的な進路だと思うから 

3. 子どもの学力から考えて  

4. 家庭に経済的な余裕がないから 

5. 他の家族の理解が得られないから 

6. 特に理由はない 

7. その他（           ） 
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問 19 お子さんの通学状況と欠席理由について、現在の状況を教えてください。 

① 通学状況（○は 1 つ）  

 

1. ほぼ毎日 通っている 

2. 欠 席は年 間 30 日 未満 

3. 欠 席が年 間 30 日 以 上 60 日 未満 

 

 

 

4. 欠 席が年 間 60 日 以 上 1 年未満 

5. 欠 席が 1 年以上続いている 

6. わからない 

 

② 欠席理由（○はいくつでも） ※①で 2～5 を選んだ方のみ 

 

1. いじめ 

2. いじめを除く友人関係をめぐる問題 

3. 教職員との関係をめぐる問題 

4. 学業の不振 

5. 進路にかかる不安 

6. クラブ活動，部活動等への不適応 

7. 学校のきまり等をめぐる問題 

8. 入学，転編入学，進級時の不適応 

9. 家庭の生活環境の急激な変化 

10. 親子関係をめぐる問題 

11. 家庭内の不和 

12. 病気による欠席 

13. あそび・非行 

14. 無気力 

15. 不安など情緒的混乱 

16. 意図的な拒否 

17. いずれにも該当しない、本人に関わ

る問題 

18. その他 

（                   ） 

 

 

問 20 過去 1 年の間に、経済的な理由で、次の①～⑦のサービス・料金を支払えないこと

や、食料・衣類を買えないことがありましたか。（○はそれぞれ 1 つずつ） 

 

 あった なかった 
該当しない 

(払う必要がない) 

① 電話料金 1 2 3 

② 電気料金 1 2 3 

③ ガス料金 1 2 3 

④ 水道料金 1 2 3 

⑤ 家賃 1 2 3 

⑥ 家族が必要とする食料を買えない 1 2 3 

⑦ 家族が必要とする衣類を買えない 1 2 3 

⇒ 問 19 は、小学生・中学生の保護者の方のみお答えください。 
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問 21 過去 1 年の間に、お子さんと次のような体験をしたことがありますか。 

（○はそれぞれ 1 つずつ） 

 

  

 

問 22 お子さんに次のことをしていますか。該当するもの１つに〇をつけてください。 

（〇はそれぞれ 1 つずつ） 

                                                   

 している 

していない 

経済的に 
できない 

その他の 
理由 

① 毎月お小遣いを渡す 1 2 3 

② 毎年新しい洋服・靴を買う 1 2 3 

③ 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる 1 2 3 

④ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） 1 2 3 

⑤ お誕生日のお祝いをする 1 2 3 

⑥ 1 年に 1 回くらい家族旅行に行く 1 2 3 

⑦ クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる 1 2 3 

⑧ 子どもの年齢に合った本を与える 1 2 3 

⑨ 子ども用のスポーツ用品・おもちゃを与える 1 2 3 

⑩ 子どもが自宅で勉強をすることができる場所を与える 1 2 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ある 

ない 

金銭的 
理由で 

時間の 
制約で 

その他の
理由で 

① 海水浴にいく 1 2 3 4 

② 博物館・科学館・美術館などに行く 1 2 3 4 

③ キャンプやバーベキューに行く 1 2 3 4 

④ スポーツ観戦や劇場に行く 1 2 3 4 

⑤ 遊園地やテーマパークに行く 1 2 3 4 
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問 23 お子さんが、学習塾や習い事をしていない理由について教えてください。 

（○はいくつでも） 

 

1. 子どもがやりたがらないから  

2. 必要性を感じないから 

3. 家の近くに塾や習い事がないから 

4. 学校のクラブ活動が忙しいから 

5. 他の家族の理解が得られないから 

6. 子どもが家などで過ごす自由時間が少なくなるから 

7. 塾や習い事に送迎をすることができないから  

8. 特に理由はない 

9. その他 （                                                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問 23 は、問 22 の「③習い事」 「④学習塾（家庭教師）」で３を選んだ人のみお答えください。 
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問 24 あなたの世帯全員の昨年 1 年間（平成 29 年 1 月 1 日～12 月 31 日）の収入※1 

から、税金・社会保険料等※２を除いた手取り収入の総額について、およその額を教

えてください。（○は 1 つ）  

※回答は、世帯員人数（問 2 で回答いただいた人数）に応じて、あてはまる番号 1つに○ 

をつけてください。 

  

世帯員人数 可処分所得・選択肢 

2 人の場合 
1. 85万円未満 

2. 85万円～175万円未満 

3. 175万円～260万円未満 

4. 260万円～345万円未満 

5. 345 万円～430万円未満 

6. 430 万円以上 

3 人の場合 
1. 105万円未満 

2. 105万円～210万円未満 

3. 210万円～315万円未満 

4. 315万円～420万円未満 

5. 420 万円～525万円未満 

6. 525 万円以上 

4 人の場合 
1. 120万円未満 

2. 120万円～245万円未満 

3. 245万円～365万円未満 

4. 365万円～485万円未満 

5. 485 万円～605万円未満 

6. 605 万円以上 

5 人の場合 
1. 135万円未満 

2. 135万円～275万円未満 

3. 275万円～410万円未満 

4. 410万円～545万円未満 

5. 545 万円～680万円未満 

6. 680 万円以上 

6 人の場合 
1. 150万円未満 

2. 150万円～300万円未満 

3. 300万円～450万円未満 

4. 450万円～600万円未満 

5. 600 万円～750万円未満 

6. 750 万円以上 

7 人の場合 
1. 160万円未満 

2. 160万円～325万円未満 

3. 325万円～485万円未満 

4. 485万円～645万円未満 

5. 645 万円～805万円未満 

6. 805 万円以上 

8 人の場合 
1. 175万円未満 

2. 175万円～345万円未満 

3. 345万円～520万円未満 

4. 520万円～695万円未満 

5. 695 万円～870万円未満 

6. 870 万円以上 

9 人以上 

の場合 

1. 185万円未満 

2. 185万円～365万円未満 

3. 365万円～550万円未満 

4. 550万円～735万円未満 

5. 735 万円～920万円未満 

6. 920 万円以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 ここでいう「収入」とは、働いて得た収入のほか、株式配当や副収入、年金、公的な援助

手当等すべての収入を含みます。（生命保険の受取金、退職金、不動産や株の売却代金、宝く

じの当せん金などの一時的なものは含みません。） 

※2 所得税、住民税、固定資産税、健康保険料、年金保険料、介護保険料、雇用保険料、企業

年金、個人年金等のことをいいます。 

※回答は、世帯員人数（問 2で回答いただいた人数）に応じて、あてはまる番号 1つに○をつ

けてください。 
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問 25 次の①〜⑧の支援制度等を、これまで利用したことがありますか。利用したことがな

い場合は、その理由に最も近い番号に○をつけてください。 

（○はそれぞれ 1 つずつ） ※表の下にある各支援制度の説明を参考に回答してください。 

 

 

＜参考＞ 

制度（相談窓口） 説      明 

① 児童扶養手当（石巻市） 所得が一定水準以下のひとり親世帯の支援のための補助金 

② 就学援助（石巻市）  
経済的な理由により、小・中学校へ就学が困難な児童生徒の保護者に、学用品費

や学校給食費等の就学に必要な経費の一部を援助する制度 

③ 被災就学援助（石巻市） 
東日本大震災により経済的な事情がある小・中学校の児童生徒の保護者に、学用

品費や学校給食費等の就学に必要な経費の一部を援助する制度 

④ 生活保護（石巻市） 
生活費や医療費に困り、ほかに方法がないときに一定の条件により、生活、教育、

住宅、医療、介護、出産、生業、葬祭の8種類について援助が受けられる制度 

⑤ 高校生等奨学給付金（宮城県） 
授業料以外の教育費（教科書費・教材費等）負担を軽減するため、高校生等がい

る低所得世帯を対象に支援を行う制度 

⑥ 母子父子寡婦福祉資金貸付金 

（宮城県） 
ひとり親世帯を対象にした、低利または無利子の資金貸付 

⑦ 生活福祉資金貸付金 

（石巻市社会福祉協議会） 
所得が一定水準以下の世帯等を対象とした、低利または無利子の資金貸付 

⑧ 生活困窮者自立支援制度（石巻市） 
経済的に困窮し生活保護に至る可能性のある人を対象に相談を行い、一人ひとり

の支援計画を作成して、就労支援、子どもの学習支援などを行う制度。 

 

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

利用したことがない 

利
用
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
（そ
も
そ
も
制
度
等
の

対
象
外
で
あ
っ
た
） 

 

利
用
し
た
か
っ
た
が 

条
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た 

利
用
し
た
か
っ
た
が
、 

制
度
等
が
使
い
づ
ら
か
っ
た 

利
用
の
仕
方
が 

わ
か
ら
な
か
っ
た 

制
度
等
に
つ
い
て 

全
く
知
ら
な
か
っ
た 

① 児童扶養手当 1 2 3 4 5 6 

② 就学援助  1 2 3 4 5 6 

③ 被災就学援助 1 2 3 4 5 6 

④ 生活保護 1 2 3 4 5 6 

⑤ 高校生等奨学給付金 1 2 3 4 5 6 

⑥ 母子父子寡婦福祉資金貸付金 1 2 3 4 5 6 

⑦ 生活福祉資金貸付金 1 2 3 4 5 6 

⑧ 生活困窮者自立支援制度 1 2 3 4 5 6 
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問 26 次の①～⑤の相談支援等を、これまでに利用したことがありますか。 

利用したことがない場合は、その理由に最も近い番号に○をつけてください。 

（○はそれぞれ 1 つずつ） 

 

 

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

利用したことがない 

利
用
し
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た 

利
用
し
た
か
っ
た
が 

条
件
を
満
た
し
て
い
な
か

っ
た 

利
用
時
間
や
制
度
等
が 

使
い
づ
ら
か
っ
た 

利
用
の
仕
方
が 

わ
か
ら
な
か
っ
た 

制
度
等
に
つ
い
て 

全
く
知
ら
な
か
っ
た 

① 子育て世代包括支援センター 1 2 3 4 5 6 

② 市民相談センター、虐待防止センター 1 2 3 4 5 6 

③ スクールカウンセラー 1 2 3 4 5 6 

④ スクールソーシャルワーカー 1 2 3 4 5 6 

⑤ 民生委員・児童委員 1 2 3 4 5 6 

 

＜参考＞ 

制度（相談窓口） 説      明 

① 子育て世代包括支援センター 

（石巻市） 

妊娠中の方、０歳～18歳未満の子どもを子育て中の方の総合窓口。石巻市役所の

他、各総合支所および（特）ベビースマイル石巻が受託運営。 

② 市民相談センター、虐待防止センタ

ー（石巻市） 

児童福祉や家庭問題等に関すること、児童生徒の学校生活や不登校、非行、その

他青少年問題全般等の相談窓口。児童虐待相談、高齢者虐待相談、障害者虐待相

談、ドメスティックバイオレンス相談に関することの相談窓口。 

③ スクールカウンセラー 学校を中心とし、児童・生徒やその家族への面談、カウンセリングを行う。 

④ スクールソーシャルワーカー 学校を中心とし、児童・生徒やその家族の環境調整、コーディネートを行う。 

⑤ 民生委員・児童委員 住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進を行う。 

 

 

 

 

142 



 

 

問 27 次の①～⑩の事柄で頼れる人はいますか。 

それぞれについてあてはまるものを選んでください。（○はそれぞれいくつでも） 

 

 

家
族
・親
族 

友
人
・知
人 

近
所
の
人 

職
場
の
人 

医
療
・福
祉
・教
育
関
係
の
人 

(

市
役
所
の
人
も
含
む) 

そ
の
他
の
人 

頼
れ
る
人
は
い
な
い 

そ
の
こ
と
で
は
人
に
頼
ら
な
い 

① 看病や介護、子どもの世話 1 2 3 4 5 6 7 8 

② 健康、介護、育児に関する相談 1 2 3 4 5 6 7 8 

③ 家庭内でのトラブルに関する相談 1 2 3 4 5 6 7 8 

④ 就職、転職など仕事に関する相談 1 2 3 4 5 6 7 8 

⑤ 愚痴を聞いてくれる 1 2 3 4 5 6 7 8 

⑥ 喜びや悲しみを分かち合う 1 2 3 4 5 6 7 8 

⑦ いざという時の少額のお金の援助 1 2 3 4 5 6 7 8 

⑧ いざという時の高額のお金の援助 1 2 3 4 5 6 7 8 

⑨ 家具の移動、庭の手入れ、雪かき
などの手伝い 

1 2 3 4 5 6 7 8 

⑩ 災害時の手助け 1 2 3 4 5 6 7 8 

 

 

問 28 子育てや暮らしに関する情報をどこから手に入れていますか。（○はいくつでも） 

 

1. 自分の親 

2. 兄弟姉妹や親戚 

3. 友人・知人 

4. 職場の人 

5. 近所の人 

6. 学校の先生 

7. 学習塾や習い事の先生 

8. 市役所等の窓口 

9. 医療・福祉等の専門家（民間の方） 

10. 市報 

11. 雑誌 

12. インターネット（ホームページやブログ） 

13. SNS（LINE、ツイッターなど） 

14. その他（            ） 
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問 29 必要だと思う支援はどのようなことですか。（○は３つまで） 

 

1. 保育や学校費用の軽減 

2. 放課後等の学習支援 

3. 塾や習い事費用等の貸し付けや助成 

4. 奨学金制度の充実 

5. 放課後や保育園等の後の子どもの居場所づくり 

6. 子どもの医療費助成 

7. 塾や習い事等への子どもの送迎支援 

8. 病時・病後時の子どもの預かり 

9. 一時的に必要な資金を借りられる支援 

10. 総合的・継続的に相談できる窓口 

11. 子育て支援等に関する情報サイト 

12. 保護者に対するより有利な資格取得のための支援 

13. 子どもや親の心のケア 

14. 子育ての悩みなどを気軽に話せる親の居場所づくり 

15. その他（具体的に：                          ） 

 

 

問 30 東日本大震災の影響により、次のようなことを経験しましたか。（○はいくつでも） 

 

1. 石巻市内での転居 

2. 石巻市外から石巻市への転居 

3. 石巻市外への一時的転居 

4. 転職（1回） 

5. 転職（2回以上） 

6. 離職（失業） 

7. 離婚 

8. 家族との死別 

9. 自宅の損壊（全壊・半壊・一部損壊等） 

10. その他（            ） 

11. いずれにも該当しない 
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問 31 石巻市のすべての子どもが、夢や希望を持って成長できる環境を整えていくために、 

今後取り組んでほしいことなどについて、ご意見がありましたら教えてください。 

（自由記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでアンケートは終わりです。どうもありがとうございました。 
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